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[研 究報告要 旨]

本研 究は、20世紀初頭 にお ける上海 の旧 日本人住宅地であった北四川路地区

の建設過程 を明 らかにす ることを 目的 とす る。具体的に、19世紀末期か ら上海

共同租界 を支配 していた英国人主導の工部局 による北四川路 とその周辺地 区の

整備過程、20世紀前半か ら日本人による北四川路地区への移住経緯 とそれ によ

る当該地区の変容過程 、 日本人用住宅の開発実態 と 日本人 による居住形態、及

び 日本人用都市施設 の建設、最後 に在上海 日本領事館 による都市イ ンフラ、そ

のほかのサー ビスや権利 の獲得過程 との視点か ら当研 究課題 を論 じた。その結

果、近代上海 日本人住宅地 は 日本人 による活動のみではな く、近代上海 で成立

していた英国人 を主流 とす る国際社会の中で形成 された もの と判 llIす る。

北四川路地 区は、工部局管理 下にあった越界築路 区(Extcnsion Arca)で 正式 な

上海共 同租界の一部で もな く日本租界で もなかった。 工部局に よる本来の意 図

では、虹 ロリク リエー シ ョングラン ドの建設 と共に、北四川路、及びその周辺

地区に学校 、教会 と住宅 を開発 し、同地 区を上海 における一つの郊外住宅地 と

して建設 しよ うとした。 しか し、19oo年代か ら日本企業による当該地区での土

地購入、 日本人小学校 の開設 に伴 う日本人の移住によ り、北四川路地 区は次第

に 日本人住宅地 として変貌 していった。 日本人の居住 していた家屋 は外国風の

テラスハ ウス と中国風 の ローハ ウスが多 く、いずれ も木造の骨組 にll瓦 を充填

した壁 を持つ形式で 日本 の伝統的な木造家屋 ではなかった。 その中で、 日本人

はテ ラスハ ウスで前庭やベ ラング空間、ローハ ウスで路地、「天丼 Jと い う中国

風の中庭 を楽 しみなが らも、内部 には坪庭や和室を設置 していた。それに加 え、

住宅地周辺 に 日本庭園、女学校 、神社 といった 日本人独 自の施設 を整備 した。
一方、都市施設のみでは、各種都市サー ビスが完備す る健全 な住宅地 として機

能 出来なかったため、上海 日本領事館 が租界の官僚や 中国政府 と交渉 し、北四

川路 日本人住宅地の安全保障、水供給、電気、ガスな どのイ ンフラを導入 して

いた。上記の過程 を経て近代上海 にお ける 日本人住宅地が成立出来たのである。


